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沿革

会 社 概 要

社名

設立

認定支援機関

事業内容

第 86 号 108608000612

Charlie 株式会社 ( チャーリー株式会社 )

2021 年 4 月 26 日

2021 年 4 月 Charlie 株式会社設立

2021 年 5 月

2021 年 7 月

食品製造や飲食店のコンサルティングを主事業に
事業を展開

コロナウィルス大流行によりコンサルティング業
補助金支援事業にシフト

2022 年 7 月 年間 50 社以上の補助金申請支援

2022 年 7 月 年間 80 社以上の補助金申請支援・経営計画策定

2022 年 8 月 経営計画策定・設備導入事業を開始

2023 年 12 月 セミナー事業を開始

2024 年 6 月 認定支援機関の資格取得

2024 年 10 月 事業再編・ダンドリ・分析サービスの開始

2025 年 4 月 「ダンドリコンサル」サービス開始
Youtube/Podcast「ダンドリラボ」開始

info@char-lie.com

0280-28-0154

計画支援サービス

分析サービス

研修・教育サービス

所在地 〒306-0023
茨城県古河市本町４丁目２−２７

TEL

Mail
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M V V

３年後負けない会社をつくるCatch Copy
イメージキャラクター

【チャーリーくん】

Mission

Vision

Value

From small changes to big changes

価値を見極めて最適化する

小さな変革から大きな変革へ

Identify and optimize value

creative
創造的である

in a coordinated way

計画的である
committed
献身的である

だ ん ど り へ ん か く
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理 念 か ら 実 行 ま で を 補 完 す る 枠 組 み

ブランディング・デザイン

経営計画・事業計画策定内外装工事・環境整備

経営理念の策定
ブランディング

経営実務の段取り実務環境の整備

理念・目的の決定計画の実行

計画の策定
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多 少

経営者の実情

中小企業や零細企業でありがちな経営者は、実務と経営の両立が課題となっている方が多くいらっしゃいます。

実務

社長業

経営
進み方 舵取り

時間的にも実務にウェイトを占めてしまっている 時間が足らない状態で会社の舵取りを行なっている状態が現実

目指すべきぶれない会社の経営者とは？
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経営者の悩み

中小機構は、中小企業経営者 1,000 人に対して経営に関する悩み・課題への意識調査を実施しました。

38.8%YES

経営課題、業務課題を整理、見える化して、

IT 活用を提案してくれるサービスがあれ

ば利用したい

47.5 %YES

経営環境の変化に合わせて、経営モデル

を見直したい

39.2 %YES

生産性向上に取り組みたいが、何から手

を付けてよいかわからない

52.0 %YES

経営課題は自分で解決したいが、詳しく

ない分野で自分だけでは判断できないジ

レンマがある

61.4 %YES

発生した経営課題は詳しい人（過去実施

した人・専門家）に相談したい

46.4 %YES

打つ手がうまくいかず、経営者として不

安になることもある

出典：中小機構（https://mindsurvey-2022.smrj.go.jp/）
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優先順位のマトリクス

A 象限と C 象限に日々追われてしまう傾向があり、本来やるべき B 象限が後回しになりがちになってしまう

緊急度高

緊急度低

重要度高 重要度低

A
B

C
D

組織として存続の危険

人命に関わるもの

期限迫る運営上不可欠なもの

運営上不可欠な設備の故障

風評被害や政治的圧力

人材境域

予測される危機の回避行動

企業としての社会的発展

有益な人間関係や信頼関係の醸成

称賛される企業への発展行動

待ち時間

時間の消化

移動時間

個人の愚痴

休憩時間のレクリエーション

期限迫る形式的な会議

臨時の応援

重要ではない差し迫った案件

突然の来訪や電話

A 象限と C 象限に

追われてしまっている

本来は、B 象限に

力を入れて、

A と C 象限を減らさないと

いけない
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経営者のするべき事とは

経営者のやるべきことの定義は、以下の３つにまとめられます。

企業の方向づけ 資源の最適配分 人を動かす

総じていうと…

「判断」「決断」と

は ん だ ん け つ だ ん
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着目した３つのするべき事

私たちは以下の３つを事業者様がスムーズに出来る様にする為にサービス提供を行います。

これら事項の…

「段取り」
だ ん ど

「判断」
は ん だ ん

「目的」
も く て き

「決断」
け つ だ ん

を行っています。
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経験と知識を活かしたサービスへ転換

「段取り」
だ ん ど

分析 計画 実行
適切な目標策定のための 目標から逆算した 目標へタスク化した

３年後負けない会社をつくる

どんな段取りが必要か細分化
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サイクルを回しながら企業理念へ

１年目

２年目

３年目

４年目

５年目

６年目

７年目

１０年目

８年目

９年目

３年間の実績

３年間の実績

３年間の実績

実績・効果検証
目的

実績・効果検証
目的

実績・効果検証
目的

( フェーズ )

( フェーズ )

( フェーズ )

( フェーズ )

( フェーズ )

( フェーズ )



サ ー ビ ス に つ い て
O U R  S E R V I C E
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サービス概要

１年スパンで分析計画実行サイクルを回す

分析 計画 実行
現状の把握・整理

現状の評価
問題点の抽出

目標点の策定

目標点の状況把握

カテゴライズ
細分化

時系列にタスク化

タスクの実行

定期進捗確認

調整・修正
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分析実施の概要

情報精査 仮説検証と分析Step01 Step02 検証分析の結論Step03 目標の再構築Step04

決算書情報

会社情報

経営理念

借入状況

強み弱み

方針目標

理念への方向性の最適化

目標策定

業界動向調査
業界でのポジショニング

資金繰り試算
仮説シミュレーション

目標とマイルストーンの整備

マイルストーンへの試算

試算に見合う事業規模

理念と実情が伴った
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計画・実行の概要

細分化フェーズ
策定

タスク化
（仮説）

時系列 進捗管理

向かうべき
目標を定める

目標達成の為の
カテゴライズをする

Step01 Step02

カテゴリーを
タスク化（仮説）

Step03

時系列順に
再配置

Step04

進捗を管理して
微調整

Step05

人材育成１年目フェーズ

１年目フェーズ

３年目フェーズ

販促強化

営業力

業務効率

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

目標
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実施の流れ

ヒアリング
目標や現状を

お伺いします。

分析
これまでの実績と

ヒアリング内容にて
分析を行います。

目標策定
１～３年の着地目標を

分析結果を元に
策定致します。

カテゴライズ
目標到達の為に
必要な要素を
カテゴライズ

タスク化
カテゴライズしたものから

細分化し、タスク化

フェーズ化
目標到達の為の

年別フェーズ策定

時系列
タスクを時系列に

設定・配置

計画書作成
目標～タスクを

分かりやすく図式化

ツール実装
管理を容易に出来る為に

ツールに落とし込みます。

計画実行
計画書に従って

タスクを実行頂きます。

定期進捗
定期的に進捗状況を確認し、

調整・修正を行います。

最終評価
１年後、計画の進捗の

最終評価を実施

目標策定

計画策定

計画実行
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１年１フェーズ１段取りの考え方

原則、私たちの段取りは、１フェーズに対して３階層までとなります。

それ以上の段取りが必要な場合は、目的の追加となり、別途お見積りとなります。

１階層目

２階層目

３階層目

４階層目

人材育成 販促強化

売上
○○到達

営業力 業務効率

各詳細タスクへ 各詳細タスクへ 各詳細タスクへ 各詳細タスクへ

各詳細タスクへ

利益を
増やしたい

段取り項目

追加料金

詳細タスク

段取り項目

フェーズ項目
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費用や期間

※目的が追加となる場合は別途お見積りとなります。

※段取り項目が目的となる場合は別途お見積りとなります。

※従業員 20 人以上 / 売上規模３億円以上いずれかに該当する場合、別途お見積りとなります。

Growth Scope
グロース スコープ

月
額

50,000 円～（税抜）

70,000 円～（税抜）１段取り１目的

分析費用
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重要事項のご説明

お客様の重要書類をお預かりするため NDA 契約を締結します。1

ご契約期間は進捗の有無に関わらず最低１年間となります。2

進捗状況により目的が期間内に達成できない場合があります。3

目的が追加となる場合、別途お見積りとなります。4

ダンドリ以外の補助金申請支援や計画書の作成は別途料金となります。5

計画のみの策定と補助金申請支援のみのご依頼はお受けできません。6

7 ご契約・ご提出いただく資料は電子対応が可能な事業者に限ります。

8

行き違いを防ぐ為、連絡は原則メール・チャットツールでお願いします。

9

10

11 緊急時のみ電話対応を受け付けております。

ダンドリを提供する上で発生する交通費等の実費は状況により別途ご負担いただく場合があります。

ダンドリにより提供した内容は参考であり、判断・決断等の意思決定は事業者が
行うものであるため、最終的な結果責任は負いません。


